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目的 

 国際化を背景に、大企業だけでなく中小企業においても海外進出が加速している。中

小企業基盤整備機構の調査によれば、中小企業で海外展開を行っている企業は 1999 年

が 9.2％であったが、2010 年の調査では 63.0％に増加した。また、昨今の経済状況か

ら、企業では駐在でなく出張を繰り返す形で海外事業を展開する傾向にある。海外出張

者には感染症とともにメンタルヘルスの不調、生活習慣病など様々な健康問題を生じる

リスクがあり、健康管理対策の構築が求められているところである。そこで本調査研究

では中小企業からの海外出張者の健康問題を明らかにし、健康管理対策の構築を行うこ

とを目的とする。平成 28 年度は、海外出張経験者による海外出張時の健康問題および

所属会社から受けた健康対策について調査を行った。 

 

 

方法 

 インターネット調査会社（楽天リサーチ社）のモニター（20 歳〜69 歳：約 25 万人）

のうち「過去 2年間に海外出張を経験した者」を条件に、インターネット上のアンケー

トへの回答を依頼した。その際、20歳代〜60歳代まで各年代が均等分布を示すように、

1000人から回答を収集した。調査日は 2016年 11月 17〜21日である。 

 アンケートの質問数は 10問で、「回答者の特性」「海外出張の状況」「海外出張のイメ

ージ」「海外出張中の生活変化」「海外出張中におきた健康問題」「海外出張中に受けた

健康対策」などで構成されている。 

 統計解析ソフトは楽クロスを使用した。有意差の検定にはＺ検定を用い、p<0.05 を

有意と判定した。 

本調査は調査会社に委託して実施し、我々は個人情報を特定できないデータのみを扱

った。また、調査委託先である楽天リサーチ社はプライバシーマークを取得の上、個人

情報規約にのっとり個人情報の管理を行っている。さらに、同社の調査モニターは登録

時点でアンケートへの参加規約に同意している。なお、本調査は東京医科大学の倫理委

員会で承認を得た（No 2016-090）。 
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結果 

1）回答者の特性 

 回答者（1000 人）の年齢は 20 歳代から 60 歳代まで各年代 200 人だった。性別は男

性 805 人（80.5%）、女性 195 人（19.5%）で、女性は年代別で 20 歳代 48.5％、30歳代

25.5％、40 歳代 10.5％、50 歳代 7.0％、60 歳代 6.0％と若い世代に多かった（図 1）。

回答者の住所は東京、神奈川、大阪などの大都市圏が多かった。 

 回答者の所属する会社の規模は、従業員 300 人未満が 428 人、従業員 300 人以上が

543人でほぼ半々だった（表 1）。なお、従業員 50人未満の会社に所属する者は 212人、

従業員 1000人以上は 383人だった。 

2）海外出張の状況 

 回答者は全て過去 2年間に海外出張を経験した者である。2年間の出張回数を質問し

たところ、1 回が 372 人、2 回が 230 人で、2 回以内と回答した者が半数以上を占めた

（表 2）。出張の平均日数については、3日～6日が 576人で最も多く、半数以上が 1週

間以内の短期出張だった（表 2）。出張先の地域を複数回答可で聴取したところ、東ア

ジア（中国、韓国など）が 535人、東南アジア（タイ、ベトナムなど）が 370人、北米

が 273人、西欧が 194人の順であった（図 2）。 

３）海外出張のイメージ 

 回答者が海外出張にどんなイメージを持つかを質問した。「やりがいがある」（442人）、

「楽しい」（439人）といったポジティブなイメージが多かったが、「疲れる」（428人）、

「忙しい」（298 人）、「ストレス」（206 人）といったネガティブなイメージも少なくな

かった（図 3）。 

性別でみると、「楽しい」は女性（53.8％）が男性（41.5％）よりも多く、「疲れる」

は男性（44.3％）が女性（36.4％）より多かった（表 3）。年代別では「楽しい」は 20

歳代（50.3％）が 60 歳代（39.5％）に比べて多かったが、他の項目では大きな差はな

かった。会社の規模別では、「疲れる」、「ストレス」といったネガティブなイメージが、

従業員 300人以上の会社に所属する者で、300人未満の会社に比べて多かった。 

４）海外出張中の生活の変化 

 出張中の生活の変化について、「増加」「不変」「減少」の三択で質問した。「睡眠時間」

は「減少」と答えた者が 52.7％と多く、「飲酒量」は増加と答えた者が 36.2％とやや多

かった（図 4）。「疲労度」は「増加」との回答が 61.1％と大変多かった。 

 性別でみると、「睡眠減少」は女性（59.5％）の方が男性（51.5％）より多く、「飲酒

量増加」は男性（37.8％）の方が女性（29.7％）より多かった（表 4）。年代別では大

きな差はなかった。会社の規模別では、「睡眠減少」「疲労増加」ともに、従業員 300人
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以上の会社に所属する者で、300人未満の会社に比べて多かった。 

５）海外出張中におきた健康問題 

 出張中におきた健康問題について質問した。まず、「健康問題が生じなかった」（排他

選択肢）との回答は 446 人でほぼ半数だった（図 5）。この回答の割合は、性別では男

性（46.8％）が女性（35.4％）に比べて多く、年代別では 60 歳代（57.5%）が 20 歳代

（28.5％）に比べて多かった（表 5）。会社の規模別（従業員数 300 人以上と 300 人未

満）では、この回答の割合に差はなかった。以上から、「健康問題が生じた者」は女性

と 20歳代で多く、会社の規模別では差が無いという結果だった。 

 出張中におきた健康問題の種類については、「下痢」（263 人）が最も多く、「時差ぼ

け」（191 人）、「便秘」（156 人）、「カゼ」（151 人）、「不眠」96 人、「乗り物酔い」（54

人）の順だった（図 5）。性別では、女性で「時差ぼけ」、「便秘」、「不眠」、「乗り物酔

い」が男性に比べて多かった（表 5）。年代別では、20歳代で「下痢」、「便秘」、「カゼ」、

「不眠」、「乗り物酔い」が 60歳代に比べて多かった。会社の規模別では、従業員数 300

人以上の会社で「時差ぼけ」「不眠」が、300人未満に比べて多かった。 

６）会社から出張時に受けた健康対策 

 所属する会社から出張時に受けた健康対策について質問した。まず、「対策を受けて

いない」（排他選択肢）との回答は 391人で（図 6）、性別では男性（41.1％）が女性（30.8％）

より多く、年代別では 60 歳代（50.0％）が 20 歳代（20.5％）より多かった（表 6）。

会社の規模別（従業員数 300人以上と 300人未満）では、この回答の割合に差はなかっ

た。 

 健康対策の種類としては、「旅行保険の加入」（405人）が最も多く、「予防接種」（207

人）、「医療情報の提供」（177人）、「健康診断」（162人）、「出張中の健康指導」（135人）

の順であった（図 6）。性別では、女性で「予防接種」、「医療情報の提供」、「健康指導」

が男性に比べて多かった（表 6）。年代別では、20 歳代で「予防接種」、「医療情報の提

供」、「健診」、「健康指導」が 60 歳代に比べて多かった。会社の規模別では、従業員数

300 人以上の会社で「予防接種」、「医療情報の提供」、「健診」が、300 人未満に比べて

多かった。 

7）海外出張中のストレスとメンタル不調対策 

 海外出張中はどんなことがストレスになるか尋ねたところ、「言語の違い」（529 人）

を挙げた者が最も多く、「習慣の違い」（406 人）、「治安の悪さ」（352 人）、「衛生環境」

（321 人）、「食事」（298 人）と続いた。一方、「ストレスになることはない（排他選択

肢）」と回答した者は 86人だった（図 7）。 

 現地からメンタル問題を相談できる先について質問したところ、「相談できる先があ
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るかわからない」という項目を除き、全ての選択肢で企業規模間の有意差が認められた

（図 8）。現地から相談できる先として、「会社の産業医」「会社の看護師」「会社の臨床

心理士」「会社が契約している外部機関」と回答した割合は、いずれも従業員 300 人以

上の会社で、300 人未満より多かったが、「その他」を選択したのは 300 人未満の会社

の方が多かった。 

 会社の規模別で、海外出張中のストレスやメンタル不調の状況とその対策に関する回

答の結果をまとめると（表 7）、海外出張のイメージとして「ストレス」を選択した者

は、従業員 300人以上の企業で 24.9%おり、300人未満の企業の 16.1%より有意に多く、

現地滞在中「ストレスになることはない」と回答した者は従業員 300 人未満（10.5%）

の企業が 300人以上（6.4%）より有意に多かった。一方、海外出張中に生じた健康問題

として「メンタルの病気」を挙げたのは、従業員 300人以上の企業で 3.3%、300人未満

で 2.6%という結果となり、有意差は認められなかった。 

 海外出張時の健康管理対策として「メンタル状態の確認」があったのは、従業員 300

人以上の企業では 6.3%、300 人未満では 3.5%だった。出張中にメンタルの問題が生じ

た場合、「現地から相談できる先はない」と回答したのは、従業員 300 人未満の企業が

有意に多く 49.3%で、300人以上の企業では 22.5%だった。 

 

考察 

 今回はインターネット調査会社のモニターのうち、過去 2年間に海外出張を経験した

者を対象に、海外出張時の健康問題や健康対策の実態を調査した。回答者の年齢は 20

歳代～60 歳代まで均等分布していたが、性別は男性が 8 割と多かった。また回答者の

所属する会社の規模は、従業員 300人未満の中小企業が 428人、従業員 300人以上の大

企業が 543人とほぼ半々であり、今回の調査ではこの 2つのグループを比較することで

中小企業の特性を解析した。 

・海外出張の状況 

 回答者が経験した海外出張の頻度は、2年間で 2回以内と回答した者が半数以上を占

めた。出張の平均日数については、1週間以内の短期出張が半数以上だった。また出張

先は東アジアや東南アジアが多く、北米、西欧がこれに続いた。 

・海外出張のイメージ 

 回答者が海外出張にどんなイメージを持つかを質問したところ、「やりがいがある」

や「楽しい」といったポジティブなイメージが多かったが、「疲れる」、「忙しい」、「ス

トレス」といったネガティブなイメージも比較的多くみられた。「楽しい」は女性や 20

歳代に多く、「疲れる」は男性に多かった。会社の規模別でみると、「疲れる」、「忙しい」、
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「ストレス」といったネガティブなイメージが、従業員 300人以上の会社に所属する者

の方が、300人未満の会社に比べて多かった。 

・海外出張中の生活変化 

出張中の生活の変化については、「睡眠時間の減少」、「飲酒量の増加」、「疲労度の増

加」などが多くみられた。「睡眠時間の減少」は女性、「飲酒量の増加」は男性で多く、

性別に応じた出張中の生活指導が必要であると考えられた。また、会社の規模別では、

「睡眠減少」「疲労増加」ともに、従業員 300 人以上の会社に所属する者で、300 人未

満の会社に比べて多かった。 

・海外出張中におきた健康問題 

出張中におきた健康問題を質問したところ、回答者の半数以上に何らかの健康問題が

生じていた。これは性別では女性、年代別では 20 歳代で多く、会社の規模別では差が

無かった。健康問題の種類については、「下痢」、「時差ぼけ」、「便秘」、「カゼ」、「不眠」、

「乗り物酔い」が多く挙げられた。性別では、女性で「時差ぼけ」、「便秘」、「不眠」、

「乗り物酔い」が男性に比べて多く、年代別では 20 歳代で「下痢」、「便秘」、「カゼ、

「不眠」、「乗り物酔い」が 60歳代に比べて多かった。この結果は 20歳代で女性の回答

者が多かったことに影響を受けている可能性もあるが、性別や年齢によって出張中にお

こる健康問題には差があり、対策の構築にあたっては、それぞれの集団を対象にした対

策が必要と考えられた。なお、会社の規模別では、従業員数 300 人以上の会社に所属す

る者で、「時差ぼけ」「不眠」が、300人未満に比べて多かったが、これは出張中の生活

変化の質問において、300人以上の会社で「睡眠減少」が多かったことに関連している

ものと考える。 

・会社から出張時に受けた健康対策 

 回答者の約 6 割が、出張時に所属する会社から、なんらかの健康対策を受けていた。

性別では女性、年代別では 20 歳代で受けている者が多く、会社の規模別では差がなか

った。健康対策の種類としては、「旅行保険の加入」が回答者の 4 割と多かったが、そ

れ以外の対策は全体的に少なく、「予防接種」、「医療情報の提供」、「健康診断」、「出張

中の健康指導」が回答者の 1~2 割にみられた。会社の規模別では、「旅行保険の加入」

には差がなかったが、「予防接種」、「医療情報の提供」、「健診」については、従業員数

300人以上の会社に所属する者の方が、300人未満に比べて多かった。 

・海外出張中のストレスとメンタルヘルス 

海外出張のイメージとして、回答者の 4 割強が選択した 3 つの項目のうち、「やりが

いがある」「楽しい」はポジティブなイメージだが、「疲れる」と回答した者も同じ割合

存在した。出張中のストレス因としては、半数以上が「言語の違い」を挙げ、4割強の
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回答者が「習慣の違い」を挙げている。出張中に「ストレスになることはない」（排他）

を選択した者は、8.6%と少数だったところから、海外出張先では，大多数がなんらかの

ストレスを感じていると考えられる。 

会社の規模による比較では、従業員 300人未満の企業の方が 300人以上の企業に比べ、

「ストレスになることはない」と回答した者が多く、海外出張のイメージでも「ストレ

ス」を選択した者は少なかったが、海外出張中に「メンタルの病気」が生じたと回答し

た割合は同程度に認められた。一方、出張中にメンタルの問題を「相談できる先はない」

と回答した割合は、従業員 300人未満だと 49.3％になり、300人以上の 22.5%を大きく

上回った。 

このことから、従業員 300人未満の企業では、海外出張にかかわる企業のメンタルヘ

ルス対策が相対的に乏しいということが明らかになった。 

 

結論 

 今回の回答者の大多数は 1週間程度の短期出張者であるが、半数以上が出張中の健康

問題を経験しており、その発生頻度は高いものと考えられた。また、会社の規模別では

健康問題の発生頻度に差がなく、中小企業に発生が多いということはなかった。その一

方で、出張中に会社から健康対策を受けていたのは約 6割だったが、その大多数が「旅

行保険の加入」で、「予防接種」、「医療情報の提供」、「健康診断」、「出張中の健康指導」

などの提供を受けている者は少なかった。会社の規模別でみると、「旅行保険の加入」

以外の対策については、大企業に所属する者の方が中小企業に比べて、受けている者が

多い結果となった。このように出張中の健康問題の発生頻度は会社規模にかかわらず高

いものの、その対策は中小企業ではあまり実施されていないことが明らかになった。 

 今後、中小企業からの海外出張者には、頻度の高い健康問題（下痢、時差ぼけ、便秘、

カゼ、不眠、乗り物酔いなど）の予防方法や対処方法をパンフレットなどで提供するこ

とが必要である。また、中小企業の健康管理担当者向けには、こうした健康問題を未然

に防ぐための対策を実施するためのマニュアルを整備する必要がある。この中には、旅

行保険の加入だけでなく、現地医療情報の提供、予防接種の指導、携帯医薬品の準備な

どを行う方法を紹介することも大切である。 

海外出張中のストレス予防、メンタル不調時の対応に関しては、企業内のマンパワー

が乏しい中小企業でも導入が可能となるように、医療機関など外部組織との連携を念頭

に、標準化、体系化した対策が構築されることが望まれる。 

 今回の調査結果をもとに、海外出張者向けの健康対策のためのパンフレット「海外渡

航者の健康ハンドブック」（添付資料参照）の作成および、海外派遣企業の健康管理担
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当者向けの研修会「海外勤務者健康管理研修会」を開催した。 
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東産業医部会編集、日本医事新報社 p134-141. 2016 

・学会および研究会発表 

１）濱田篤郎：基調講演「日本における渡航医学の将来像」 第 20 回日本渡航医学

会学術集会（倉敷，2016.7） 

２）松永優子、濱田篤郎、他：「海外赴任時のメンタル不調と企業の体制 –従業員規

模による比較−」．第 20回日本渡航医学会学術集会（倉敷，2016.7） 

３）福島慎二、濱田篤郎 他：「海外渡航者の渡航関連疾患に関する意識調査」 第

20回日本渡航医学会学術集会（倉敷，2016.7） 

４）松永優子、濱田篤郎：「海外勤務とメンタルヘルス 〜企業における対策と課題

〜」．第 23回多文化間精神医学会学術総会 シンポジウム 8「在外在留邦人支援」

（宇都宮，2016.10） 

５）松永優子：「海外駐在とメンタルヘルス 折れない生き方のヒント」．JAMSNET，

Japanese Chamber of Commerce and Industry of New York, Inc.，日本クラブ 共

催講演会（ニューヨーク, 2016.4） 

６）松永優子：「海外で心の危機に陥らないために 折れない生き方のヒント」．ケ

アチームジャパン主催講演会（チューリッヒ，2016.7） 

・研修会開催 

海外勤務者健康管理研修会 2017年 3月 18日 大阪 

   テーマ１「最近の海外における感染症」講師 関西医科大学 西山利正先生 

   テーマ２「海外勤務・出張に伴う過重負荷と法～関係判例が示唆する要チェック

ポイント」 近畿大学法学部 三柴丈典先生 

・パンフレット作成 

  「海外渡航者の健康ハンドブック」（添付資料参照） 
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海
外

渡
航

中
に

か
か

る
病

気
　

海
外

渡
航

に
あ

た
っ

て
は

様
々

な
環

境
の

変
化

が
お

こ
り

、
病

気
に

か
か

る
こ

と
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
以

下
に

代
表

的
な

病
気

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

1）
航

空
機

内
で

お
こ

る
病

気
　

航
空

機
内

は
大

変
に

乾
燥

し
て

お
り

、
搭

乗
中

に
ノド

を
痛

め
た

り
、

皮
膚

が
か

さ
か

さ
に

な
っ

た
り

し
ま

す
。

ま
た

、
旅

行
者

血
栓

症
（

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
）

の
よ

う
に

重
篤

な
症

状
を

お
こ

す
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

2）
旅

先
の

環
境

変
化

で
お

こ
る

病
気

　
旅

先
の

環
境

変
化

で
お

こ
る

代
表

的
な

病
気

が
時

差
ぼ

け
で

す
。

こ
の

病
気

は
時

差
が

5
時

間
以

上
の

場
所

に
移

動
し

た
際

に
お

こ
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

ま
た

、
気

候
の

変
化

も
病

気
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

た
と

え
ば

、
気

温
が

大
き

く
変

化
す

る
場

所
に

移
動

し
た

直
後

は
、

カ
ゼ

を
ひ

い
て

し
ま

う
人

が
よ

く
み

ら
れ

ま
す

。
さ

ら
に

標
高

の
変

化
も

重
要

で
す

。
標

高
25

00
メ

ー
ト

ル
以

上
の

場
所

に
航

空
機

な
ど

で
到

着
し

た
際

に
は

、
高

山
病

の
症

状
が

出
現

し
ま

す
。

3）
感

染
症

　
開

発
途

上
国

で
は

衛
生

環
境

の
問

題
か

ら
感

染
症

が
日

常
的

に
流

行
し

て
お

り
、

旅
行

者
の

感
染

リ
ス

ク
も

高
く

な
り

ま
す

。
と

く
に

飲
食

物
か

ら
感

染
す

る
旅

行
者

下
痢

症
は

高
頻

度
に

お
こ

る
た

め
、

飲
み

物
や

食
べ

物
に

は
充

分
な

注
意

が
必

要
で

す
。

こ
れ

以
外

に
も

蚊
に

媒
介

さ
れ

る
マ

ラ
リ

ア
や

デ
ン

グ
熱

、
性

行
為

で
か

か
る

B
型

肝
炎

、
動

物
が

媒
介

す
る

狂
犬

病
な

ど
が

海
外

で
リ

ス
ク

の
あ

る
感

染
症

で
す

。

4）
外

傷
　

旅
先

で
は

転
倒

や
交

通
事

故
な

ど
で

怪
我

を
す

る
こ

と
が

多
く

な
り

ま
す

。
町

を
歩

き
ま

わ
る

際
に

は
、

歩
き

や
す

い
靴

を
は

く
こ

と
や

、
周

囲
を

よ
く

見
て

行
動

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

出
発

前
の

健
康

準
備

1）
海

外
の

健
康

情
報

を
入

手
し

ま
し

ょ
う

　「
旅

先
に

は
ど

ん
な

病
気

が
流

行
し

て
い

る
の

か
？

」
「

ど
ん

な
医

療
機

関
が

あ
る

の
か

？
」

こ
う

し
た

情
報

を
出

発
前

に
入

手
し

て
く

だ
さ

い
。

最
新

の
情

報
は

表
1

に
示

す
イ

ン
タ

ー
ネ

ット
の

サ
イト

か
ら

検
索

で
き

ま
す

。

2）
自

分
の

健
康

情
報

を
準

備
し

ま
し

ょ
う

　
健

康
に

不
安

の
あ

る
方

は
出

国
前

に
健

康
診

断
を

受
け

る
な

ど
し

て
、

自
分

の
健

康
状

態
の

チ
ェ

ッ
ク

を
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

慢
性

疾
患

の
あ

る
方

は
、

主
治

医
に

海
外

渡
航

の
可

否
に

つ
い

て
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
渡

航
が

可
能

で
あ

れ
ば

、
主

治
医

に
簡

単
な

英
文

診
断

書
（

病
名

や
薬

剤
名

な
ど

を
記

載
）

を
作

成
し

て
も

ら
い

ま
し

ょ
う

。

3）
携

帯
医

薬
品

　
風

邪
薬

や
下

痢
の

薬
な

ど
は

出
国

前
に

準
備

し
、

持
参

す
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

短
期

間
の

海
外

渡
航

の
際

に
推

奨
す

る
携

帯
医

薬
品

を
表

2
に

示
し

ま
す

。
慢

性
疾

患
で

薬
を

常
用

し
て

い
る

方
は

、
旅

行
日

程
よ

り
も

多
め

に
薬

を
持

参
し

て
く

だ
さ

い
。

4）
海

外
旅

行
保

険
の

加
入

　
海

外
で

医
療

機
関

を
受

診
す

る
と

高
額

の
医

療
費

を
請

求
さ

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

た
め

、
出

国
前

に
海

外
旅

行
保

険
に

加
入

し
て

お
く

こ
と

を
お

奨
め

し
ま

す
。

な
お

、
慢

性
疾

患
を

お
待

ち
の

方
は

、
そ

の
病

気
に

関
連

し
た

医
療

費
が

旅
行

保
険

で
カ

バ
ー

さ
れ

な
い

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

事
前

に
保

険
会

社
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

5）
ワ

ク
チ

ン
接

種
　

感
染

症
の

一
部

は
ワ

ク
チ

ン
の

接
種

で
予

防
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ど

の
ワ

ク
チ

ン
を

接
種

す
る

か
は

、
滞

在
す

る
国

や
滞

在
期

間
、

旅
先

で
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
な

ど
に

よ
っ

て
決

め
ま

す
（

表
3）

。
そ

れ
ぞ

れ
の

ワ
ク

チ
ン

の
説

明
は

資
料

編
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

な
お

、
ワ

ク
チ

ン
は

2
～

3
回

の
接

種
が

必
要

な
も

の
が

多
い

た
め

、
出

発
の

1
カ

月
前

に
は

接
種

を
開

始
す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

こ
の

冊
子

は
平

成
28

年
度

日
本

フ
ル

ハ
ッ

プ
調

査
研

究
助

成
「

中
小

企
業

か
ら

の
海

外
出

張
者

の
健

康
管

理
対

策
の

構
築

」
の

一
環

と
し

て
製

作
さ

れ
ま

し
た

。

は
じ

め
に

業
務

や
旅

行
な

ど
で

海
外

に
渡

航
す

る
方

が
増

え
て

い
ま

す
。

海
外

滞
在

中
は

日
本

と
異

な
る

環
境

で
生

活
す

る
た

め
、

体
調

を
崩

す
方

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

こ
の

冊
子

は
海

外
で

健
康

的
に

過
ご

す
た

め
の

注
意

点
に

つ
い

て
ご

紹
介

い
た

し
ま

す
。
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2
3

旅
行

中
の

注
意

　
旅

行
中

は
ゆ

と
り

の
あ

る
日

程
を

こ
こ

ろ
が

け
、

お

酒
の

飲
み

過
ぎ

や
食

べ
す

ぎ
に

は
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

疲
れ

が
た

ま
っ

た
ら

、
宿

泊
先

の
ホ

テ
ル

で
休

息
を

と

る
こ

と
も

大
切

で
す

。

　
旅

先
で

体
調

を
崩

し
て

し
ま

っ
た

際
に

は
、

ホ
テ

ル

の
フ

ロ
ン

ト
に

連
絡

を
し

て
、

医
療

機
関

を
紹

介
し

て

も
ら

い
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
海

外
旅

行
保

険
に

加
入

し

て
い

れ
ば

、
保

険
会

社
の

提
携

医
療

機
関

の
紹

介
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

帰
国

後
の

注
意

　
帰

国
直

後
は

疲
れ

を
と

る
た

め
に

、
無

理
の

な
い

生

活
を

送
っ

て
く

だ
さ

い
。

開
発

途
上

国
か

ら
帰

国
後

に

発
熱

や
下

痢
な

ど
の

症
状

が
あ

る
方

は
、

感
染

症
に

か
か

っ
て

い
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
早

め
に

医
療

機

関
を

受
診

し
て

検
査

を
受

け
ま

し
ょ

う
。

特
別

な
健

康
ケ

ア
が

必
要

な
方

1）
高

齢
者

　
高

齢
者

は
旅

先
で

疲
労

が
た

ま
り

や
す

く
、

体
調

を

崩
す

こ
と

が
多

く
な

り
ま

す
。

こ
の

た
め

、
ゆ

と
り

あ
る

日
程

を
心

が
け

る
と

と
も

に
、

少
し

で
も

体
調

不
良

が

あ
れ

ば
休

息
を

と
り

ま
し

ょ
う

。
症

状
が

改
善

し
な

い
時

は
、

早
め

に
現

地
の

医
療

機
関

を
受

診
し

て
く

だ
さ

い
。

2）
慢

性
疾

患
の

あ
る

方

　
腎

臓
病

で
人

工
透

析
中

の
方

や
糖

尿
病

で
イ

ン
ス

リ
ン

治
療

を
し

て
い

る
方

も
、

最
近

は
安

心
し

て
海

外

旅
行

が
で

き
る

時
代

に
な

っ
て

い
ま

す
。

た
だ

し
、

そ

れ
に

は
病

状
が

安
定

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

す
の

で
、

ま
ず

は
主

治
医

に
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

3）
子

ど
も

　
子

ど
も

を
海

外
旅

行
に

連
れ

て
い

く
の

は
、

定
期

予
防

接
種

が
一

段
落

す
る

3
歳

以
降

が
い

い
で

し
ょ

う
。

ま
た

、
子

ど
も

は
旅

先
で

下
痢

や
カ

ゼ
な

ど
の

病
気

に

か
か

る
こ

と
が

多
い

の
で

、
携

帯
医

薬
品

な
ど

を
多

め

に
持

参
し

て
く

だ
さ

い
。

4）
妊

婦

　
妊

娠
4

カ
月

～
7

か
月

の
間

で
あ

れ
ば

、
海

外
旅

行
を

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
。

た
だ

し
、

こ
の

期
間

で

も
旅

先
で

感
染

症
な

ど
に

か
か

る
と

胎
児

に
影

響
す

る

の
で

、
充

分
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

表
1.

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
海

外
医

療
情

報
サ

イ
ト

外
務

省
・

在
外

公
館

医
務

官
情

報
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
ht

tp
:/

/w
w

w
 .m

of
a .

go
 .jp

/m
of

aj
/t

ok
o/

m
ed

i/
 

国
別

の
健

康
情

報
、

海
外

医
療

機
関

情
報

な
ど

海
外

邦
人

医
療

基
金

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

ht
tp

:/
/w

w
w

 .jo
m

f .o
r .j

p
 

海
外

医
療

機
関

情
報

な
ど

東
京

医
科

大
学

病
院

渡
航

者
医

療
セ

ン
タ

ー
 h

tt
p:

//
ho

sp
in

fo
 .to

ky
o-

m
ed

 .a
c .

jp
/s

hi
nr

yo
/t

ok
ou

/
 

海
外

感
染

症
流

行
情

報
、

推
奨

予
防

接
種

情
報

な
ど

厚
生

労
働

省
検

疫
所

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .h

tt
p:

//
w

w
w

 .fo
rt

h .
go

 .jp
 

海
外

感
染

症
流

行
情

報
、

推
奨

予
防

接
種

情
報

、
国

内
の

ト
ラ

ベ
ル

ク
リ

ニ
ッ

ク
情

報
な

ど

外
務

省
・

海
外

安
全

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 .  .

  . 
 . 

ht
tp

:/
/w

w
w

 .a
nz

en
 .m

of
a .

go
 .jp

 
海

外
感

染
症

流
行

情
報

な
ど

海
外

旅
行

と
病

気
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  .

ht
tp

:/
/w

w
w

 .tr
a-

di
s .

or
g

 
海

外
で

流
行

し
て

い
る

感
染

症
の

解
説

な
ど

海
外

勤
務

と
健

康
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
ht

tp
:/

/w
w

w
 .b

is
-h

ea
l .o

rg
 

海
外

勤
務

者
の

健
康

管
理

に
関

す
る

情
報

な
ど

日
本

渡
航

医
学

会
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
  . 

 .  .
ht

tp
:/

/j
st

ah
 .u

m
in

 .jp
/

 
国

内
の

ト
ラ

ベ
ル

ク
リ

ニ
ッ

ク
情

報
な

ど

表
2.

海
外

渡
航

者
の

携
帯

医
薬

品 内
服
薬

外
用
薬

衛
生
用
品

基
本

セ
ット

・
総

合
感

冒
薬

・
下

痢
止

め
薬

・
総

合
胃

腸
薬

・
消

毒
薬

・
う

が
い

薬
・

救
急

絆
創

膏
・

体
温

計

必
要

に
応

じ
て

追
加

・
便

秘
薬

・
抗

菌
薬

*
・

睡
眠

導
入

剤
*

・
昆

虫
忌

避
剤

・
日

焼
け

止
め

ク
リ

ー
ム

・
湿

布
薬

・（
女

性
）

生
理

用
品

・
コ

ン
タ

ク
ト

保
存

用
品

・
経

口
補

液
剤

＊
医

師
の

処
方

が
必

要
で

す

表
3.

海
外

渡
航

者
に

接
種

を
推

奨
す

る
ワ

ク
チ

ン
（

大
人

用
）

ワ
ク
チ
ン

滞
在
地
域

滞
在
期
間
.

特
に
推
奨
す
る
ケ
ー
ス

短
期

 
長

期
 

A
型

肝
炎

途
上

国
 

○
 

○
 

衛
生

状
態

の
悪

い
場

所
に

滞
在

す
る

方
B

型
肝

炎
途

上
国

 
○

 
医

療
ボ

ラ
ン

テ
イ

ア
な

ど
を

す
る

方
破

傷
風

全
世

界
 

△
 

○
 

野
外

活
動

な
ど

で
外

傷
を

受
け

や
す

い
方

 

狂
犬

病
途

上
国

 
△

 
○

 
動

物
に

咬
ま

れ
た

後
の

処
置

が
困

難
な

場
所

に
滞

在
す

る
方

 
黄

熱
ア

フ
リ

カ
、

南
米

 
△

 
○

 
接

種
証

明
の

提
出

を
求

め
る

国
に

滞
在

す
る

方
日

本
脳

炎
中

国
、

東
南

ア
ジ

ア
、

南
ア

ジ
ア

△
 

農
村

部
に

滞
在

す
る

方

ポ
リ

オ
南

ア
ジ

ア
、

ア
フ

リ
カ

△
 

衛
生

状
態

の
悪

い
場

所
に

滞
在

す
る

方
と

く
に

19
75

～
19

77
年

生
ま

れ
の

方
麻

疹
途

上
国

△
 

20
歳

代
後

半
～

30
歳

代
の

方
腸

チ
フ

ス
途

上
国

 
△

 
△

 
南

ア
ジ

ア
に

滞
在

す
る

方

＊
滞

在
期

間
で

短
期

と
は

1
ヶ

月
未

満
の

滞
在

で
す

。
　

　
○

：
推

奨
、

△
：

状
況

に
よ

り
推

奨
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4
5

ウ イ ル ス 肝 炎

破 傷 風

ウ イ ル ス 肝 炎

破 傷 風

ウ
イ

ル
ス

肝
炎

1）
A

型
肝

炎
A

型
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

感
染

症
で

す
。

大
人

が
感

染
す

る
と

急
性

肝
炎

を
起

こ
し

ま
す

。

■
流

行
状

況
開

発
途

上
国

で
広

く
流

行
し

て
い

ま
す

。

■
感

染
経

路
ウ

イ
ル

ス
に

汚
染

さ
れ

た
水

や
食

品
(牡

蠣
な

ど
）を

加
熱

せ
ず

に
経

口
摂

取
し

て
感

染
し

ま
す

。

■
症

状
発

熱
、

全
身

倦
怠

、
嘔

吐
、

黄
疸

な
ど

の
症

状
が

み
ら

れ
ま

す
。

安
静

に
し

て
い

れ
ば

1
～

2
ヶ

月
で

完
治

し
ま

す
。

■
予

防
方

法
食

生
活

の
注

意
と

と
も

に
、

A
型

肝
炎

ワ
ク

チ
ン

の
接

種
を

お
奨

め
し

ま
す

。
接

種
方

法
は

2
～

4
週

間
隔

で
2

回
接

種
し

、
6

ヶ
月

～
1

年
後

に
3

回
目

の
接

種
を

行
い

ま
す

。

2）
B

型
肝

炎
B

型
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

感
染

症
で

す
。

多
く

の
場

合
は

一
過

性
の

感
染

で
す

が
、

新
生

児
が

感
染

す
る

と
持

続
感

染
に

な
り

ま
す

。

■
流

行
状

況
ア

ジ
ア

や
ア

フ
リ

カ
な

ど
で

は
持

続
感

染
者

が
多

く
、

人
口

の
約

10
%

以
上

に
及

ぶ
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

■
感

染
経

路
B

型
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
は

持
続

感
染

者
の

血
液

や
体

液
に

存
在

し
ま

す
。

こ
の

た
め

、
流

行
地

域
で

は
輸

血
な

ど
の

医
療

行
為

や
性

行
為

で
感

染
が

拡
大

し
ま

す
。

■
症

状
発

熱
、

全
身

倦
怠

感
、

嘔
吐

、
黄

疸
な

ど
の

症
状

が
み

ら
れ

ま
す

。
劇

症
肝

炎
に

約
2%

の
割

合
で

移
行

し
ま

す
。

時
に

慢
性

肝
炎

に
な

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

■
予

防
方

法
流

行
国

に
滞

在
す

る
場

合
は

、
出

国
前

に
B

型
肝

炎
ワ

ク
チ

ン
の

接
種

を
お

奨
め

し
ま

す
。

接
種

方
法

は
1

ヶ
月

間
隔

で
2

回
接

種
し

、
6

ヶ
月

～
1

年
後

に
3

回
目

の
接

種
を

行
い

ま
す

。

破
傷

風
外

傷
な

ど
で

身
体

に
侵

入
し

た
破

傷
風

菌
が

つ
く

る
毒

素
に

よ
り

お
こ

る
感

染
症

で
す

。

■
流

行
状

況
世

界
的

に
み

る
と

年
間

約
10

0
万

人
近

く
の

人
々

が
死

亡
す

る
と

い
わ

れ
ま

す
。

そ
の

約
70

%
は

新
生

児
で

特
に

開
発

途
上

国
で

多
く

み
ら

れ
ま

す
。

■
感

染
経

路
破

傷
風

菌
は

土
壌

中
に

広
く

分
布

し
て

お
り

、
外

傷
や

火
傷

か
ら

人
の

体
内

に
侵

入
し

感
染

し
ま

す
。

■
症

状
破

傷
風

の
症

状
は

段
階

的
に

進
行

し
ま

す
。

初
期

に
は

顔
の

筋
肉

が
痙

攣
し

口
が

開
け

に
く

く
な

る
な

ど
の

症
状

が
出

現
し

ま
す

。
数

日
以

内
に

全
身

の
筋

肉
が

強
い

痙
攣

を
お

こ
し

、
呼

吸
も

困
難

と
な

り
ま

す
。

次
第

に
全

身
の

痙
攣

は
激

し
さ

と
頻

度
を

増
し

、
死

に
至

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

■
予

防
方

法
海

外
に

長
期

滞
在

さ
れ

る
方

は
で

き
る

だ
け

破
傷

風
の

予
防

接
種

を
受

け
る

こ
と

を
お

奨
め

し
ま

す
。

接
種

方
法

は
1

ヶ
月

間
隔

で
2

回
接

種
し

、
6

ヶ
月

～
1

年
後

に
3

回
目

の
接

種
を

行
い

ま
す

。
3

回
接

種
後

約
10

年
は

効
果

が
持

続
し

ま
す

。
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6
7

狂 犬 病

黄 　 熱

狂
犬

病
狂

犬
病

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
感

染
症

で
脳

炎
を

お
こ

し
ま

す
。

発
病

す
る

と
ほ

ぼ
10

0%
死

亡
す

る
病

気
で

す
。

■
 流

行
状

況
毎

年
世

界
中

で
約

5
万

人
の

人
々

が
狂

犬
病

で
死

亡
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

特
に

イ
ン

ド
や

フ
ィリ

ピ
ン

で
は

多
く

の
患

者
が

報
告

さ
れ

て
い

ま
す

。
世

界
中

で
狂

犬
病

の
存

在
し

な
い

の
は

、日
本・

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア・
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
・

英
国

・
北

欧
な

ど
の

限
ら

れ
た

地
域

だ
け

で
す

。

■
 感

染
経

路
狂

犬
病

に
感

染
し

た
動

物
（

イ
ヌ・

ネ
コ・

ス
カ

ン
ク・

ア
ラ

イ
グ

マ・
コ

ウ
モ

リ
な

ど
）

に
噛

ま
れ

る
こ

と
で

感
染

し
ま

す
。

■
 症

状
発

熱
、

頭
痛

、
精

神
不

安
な

ど
の

症
状

か
ら

始
ま

り
、

痙
攣

や
意

識
障

害
が

お
こ

り
ま

す
。

重
症

に
な

る
と

水
を

見
た

だ
け

で
全

身
の

痙
攣

を
お

こ
し

、
最

終
的

に
死

亡
し

ま
す

。

■
 予

防
方

法
流

行
地

域
で

は
イ

ヌ
に

近
づ

か
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

ま
た

、
リ

ス
ク

の
高

い
地

域
で

は
予

防
接

種
を

受
け

る
よ

う
に

し
て

下
さ

い
。

接
種

方
法

（
輸

入
ワ

ク
チ

ン
）

は
1

週
間

間
隔

で
2

回
接

種
し

、
2

～
3

週
間

後
に

3
回

目
の

接
種

を
行

い
ま

す
。

3
回

接
種

後
2

年
以

上
は

効
果

が
持

続
し

ま
す

。

■
 狂

犬
に

噛
ま

れ
た

時
の

対
応

・
噛

ま
れ

た
傷

を
石

鹸
液

な
ど

で
よ

く
洗

浄
し

ま
す

。
・

予
防

接
種

を
受

け
て

い
る

場
合

は
、

さ
ら

に
ワ

ク
チ

ン
を

2
回

接
種

し
ま

す
。

・
全

く
予

防
接

種
を

受
け

て
い

な
い

場
合

は
、

大
至

急
、

ワ
ク

チ
ン

を
5

回
接

種
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

黄
　

熱
黄

熱
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

病
気

で
、

蚊
に

媒
介

さ
れ

ま
す

。
発

熱
と

肝
障

害
に

よ
る

黄
疸

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

こ
の

よ
う

に
名

づ
け

ら
れ

ま
し

た
。

■
 流

行
状

況
熱

帯
ア

フ
リ

カ
や

南
米

が
流

行
地

域
で

す
。

通
常

は
森

林
の

中
で

流
行

し
て

い
る

た
め

、
渡

航
者

が
感

染
す

る
こ

と
は

稀
で

す
が

、
発

病
す

る
と

致
死

率
が

高
く

な
り

ま
す

。

■
 感

染
経

路
黄

熱
ウ

イ
ル

ス
を

保
有

す
る

蚊
が

人
を

刺
す

こ
と

に
よ

り
感

染
し

ま
す

。

■
 症

状
突

然
の

発
熱

、
頭

痛
、

筋
肉

痛
、

吐
気

、
嘔

吐
で

発
症

し
ま

す
。

病
気

が
進

行
す

る
と

肝
障

害
に

伴
う

黄
疸

や
出

血
症

状
な

ど
が

み
ら

れ
、

致
死

率
は

10
%

以
上

に
な

り
ま

す
。

■
 予

防
方

法
黄

熱
は

発
病

す
る

と
致

死
率

が
高

い
こ

と
か

ら
、

流
行

国
に

滞
在

す
る

際
に

は
、

短
期

間
で

あ
っ

て
も

ワ
ク

チ
ン

接
種

を
お

奨
め

し
て

い
ま

す
。

な
お

、
流

行
国

の
中

に
は

、
入

国
す

る
際

に
ワ

ク
チ

ン
接

種
証

明
書

の
提

示
を

求
め

る
国

が
あ

り
ま

す
。ど

の
国

で
要

求
さ

れ
て

い
る

か
は

、検
疫

所
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。黄
熱

ワ
ク

チ
ン

の
接

種
は

検
疫

所
と

そ
の

関
連

施
設

で
の

み
実

施
し

て
い

ま
す

。
1

回
の

接
種

で
10

年
間

有
効

で
す

。
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旅 行 者 下 痢 症

デ ン グ 熱

旅
行

者
下

痢
症

旅
行

者
下

痢
症

と
は

、
海

外
に

滞
在

中
や

帰
国

後
1

～
2

週
間

以
内

に
発

病
す

る
下

痢
症

の
こ

と
で

す
。

多
く

は
24

時
間

以
内

に
4

～
5

回
以

上
、

と
き

に
は

20
回

以
上

の
水

様
性

下
痢

を
起

こ
し

、
血

便
や

発
熱

が
み

ら
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
治

療
を

し
な

く
て

も
通

常
は

3
～

5
日

の
経

過
で

回
復

し
ま

す
が

、
1

週
間

以
上

の
慢

性
的

な
下

痢
に

移
行

す
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。

■
 原

因
細

菌
や

ウ
イ

ル
ス

、
寄

生
虫

な
ど

の
病

原
体

に
よ

り
起

こ
る

こ
と

が
多

く
、

料
理

の
香

辛
料

や
水

の
硬

度
な

ど
が

原
因

の
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

■
 予

防
大

多
数

は
経

口
感

染
す

る
病

原
体

を
原

因
と

し
て

い
る

の
で

、
予

防
の

た
め

に
は

下
記

の
こ

と
に

注
意

し
ま

し
ょ

う
。

危
　

険
安

　
全

食
品

生
の

魚
介

類
、

非
加

熱
の

肉
、

サ
ラ

ダ
、

非
加

熱
の

乳
製

品
、

皮
の

剥
か

れ
た

果
物

熱
の

通
っ

た
食

事
、

調
理

さ
れ

た
野

菜
、

皮
の

剥
か

れ
て

な
い

果
物

飲
み

物
水

道
水

、
氷

、
未

殺
菌

の
牛

乳
ミ

ネ
ラ

ル
ウ

ォ
ー

タ
ー

（
炭

酸
入

り
の

ほ
う

が
安

全
）、

煮
沸

水
、

瓶
入

り
や

缶
入

り
の

飲
料

食
事

を
す

る
場

所
屋

台
、

現
地

の
人

ば
か

り
の

食
堂

ホ
テ

ル
の

レ
ス

ト
ラ

ン
、

外
国

人
旅

行
者

の
多

い
食

堂

■
 現

地
で

発
病

し
た

と
き

の
対

応

1.
水

分
補

給
と

消
化

の
良

い
食

事
軽

度
の

下
痢

で
あ

れ
ば

消
化

の
良

い
食

事
を

摂
取

し
、

水
分

を
多

め
に

補
給

し
ま

す
。

脱
水

症
を

起
こ

さ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

水
分

の
補

給
に

あ
た

っ
て

は
経

口
補

水
液

が
効

果
的

で
、

現
地

の
薬

局
で

も
入

手
で

き
ま

す
。

2.
薬

剤
の

服
用

に
つ

い
て

下
痢

の
回

数
が

多
い

場
合

は
下

痢
止

め
な

ど
を

服
用

し
ま

す
。

改
善

し
な

い
よ

う
で

あ
れ

ば
、

現
地

の
医

療
機

関

を
受

診
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

脱
水

症
状

や
腹

痛
な

ど
が

強
い

場
合

は
、

早
め

に
受

診
し

て
く

だ
さ

い
。

デ
ン

グ
熱

デ
ン

グ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

病
気

で
、

蚊
に

媒
介

さ
れ

ま
す

。
こ

の
病

気
は

蚊
が

繁
殖

す
る

雨
期

に
多

く
見

ら
れ

ま
す

。

■
 症

状
蚊

に
刺

さ
れ

て
か

ら
発

症
す

る
ま

で
の

期
間（

潜
伏

期
）は

4
～

7
日

で
す

。
急

な
発

熱（
38

～
40

度
）で

始
ま

り
、

頭
痛

、
筋

肉
痛

、
関

節
痛

、
倦

怠
感

、
発

疹
な

ど
が

み
ら

れ
ま

す
。

通
常

は
発

熱
し

て
か

ら
1

週
間

ほ
ど

す
る

と
解

熱
し

、
回

復
し

ま
す

。
し

か
し

、
こ

の
時

期
に

一
部

の
人

は
、

歯
茎

か
ら

の
出

血
や

血
便

、
血

尿
と

い
っ

た
「

出
血

症
状

」、
さ

ら
に

は
「

シ
ョ

ッ
ク

症
状

」
を

お
こ

し
、

重
症

化
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

（
デ

ン
グ

出
血

熱
）。

重
症

化
し

た
場

合
の

致
命

率
は

、
治

療
を

受
け

る
国

の
医

療
水

準
に

も
よ

り
ま

す
が

、
1%

前
後

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

■
 治

療
デ

ン
グ

熱
に

対
す

る
特

効
薬

は
あ

り
ま

せ
ん

。
治

療
は

症
状

に
応

じ
た

対
症

療
法

が
基

本
で

、
経

口
に

よ
る

水
分

補
給

や
点

滴
補

液
療

法
を

行
い

ま
す

。
抗

菌
薬

は
デ

ン
グ

熱
に

は
効

果
が

あ
り

ま
せ

ん
。

高
熱

の
と

き
は

解
熱

剤
を

使
用

し
ま

す
が

、
医

師
の

指
示

に
従

っ
て

服
用

し
て

く
だ

さ
い

。
な

お
、

ア
ス

ピ
リ

ン
な

ど
の

解
熱

剤
は

出
血

し
や

す
く

な
る

の
で

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

■
 予

防
予

防
接

種
も

予
防

薬
も

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、

蚊
に

刺
さ

れ
な

い
対

策
が

重
要

で
す

。
デ

ン
グ

熱
を

媒
介

す
る

ネ
ッ

タ
イ

シ
マ

カ
は

昼
間

に
吸

血
す

る
習

性
が

あ
り

ま
す

。

・
長

袖
/

長
ズ

ボ
ン

を
着

用
し

肌
の

露
出

を
避

け
る

。

・
昆

虫
忌

避
剤

を
使

用
す

る
。

外
出

時
に

防
虫

ス
プ

レ
ー

を
用

い
る

。
室

内
で

は
蚊

取
り

線
香

を
使

う
。

・
窓

を
開

け
ず

エ
ア

コ
ン

を
使

用
す

る
。

チ
ク

ン
グ

ニ
ア

熱
、

ジ
カ

熱

デ
ン

グ
熱

と
同

様
に

ネ
ッ

タ
イ

シ
マ

カ
に

媒
介

さ
れ

る
病

気
で

す
。

こ
の

蚊
は

昼
間

に
吸

血
す

る
習

性
が

あ
る

の
で

、
予

防
に

は
昼

間
の

蚊
の

対
策

を
心

が
け

て
く

だ
さ

い
。
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高 山 病

マ ラ リ ア

マ
ラ

リ
ア

マ
ラ

リ
ア

原
虫

に
よ

る
発

熱
疾

患
で

、
蚊

に
媒

介
さ

れ
ま

す
。

マ
ラ

リ
ア

に
は

、
熱

帯
熱

、
三

日
熱

、
卵

形
、

四
日

熱
の

4
種

類
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
中

で
も

、
最

も
危

険
な

の
が

熱
帯

熱
マ

ラ
リ

ア
で

す
。

■
 症

状
マ

ラ
リ

ア
の

潜
伏

期
は

通
常

1
週

間
か

ら
1

か
月

で
す

。
発

病
す

る
と

、イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

よ
う

に
悪

寒
を

伴
っ

た
高

熱
が

出
ま

す
。

熱
帯

熱
マ

ラ
リ

ア
の

場
合

は
、

脳
症

、
肺

水
腫

、
急

性
腎

不
全

な
ど

の
合

併
症

が
起

き
る

こ
と

が
多

く
あ

り
ま

す
。

■
 治

療
マ

ラ
リ

ア
は

薬
で

治
す

こ
と

が
で

き
る

病
気

で
、

早
期

診
断

、
早

期
治

療
が

大
切

で
す

。
治

療
に

は
抗

マ
ラ

リ
ア

薬
を

服
用

し
ま

す
が

、
感

染
し

た
地

域
に

よ
っ

て
マ

ラ
リ

ア
原

虫
の

薬
剤

感
受

性
が

異
な

り
ま

す
。

※
ス

タ
ン

バ
イ

治
療

：
マ

ラ
リ

ア
感

染
が

疑
わ

れ
た

場
合

、
重

症
化

を
防

ぐ
た

め
、

自
己

判
断

で
薬

剤
を

 
服

用
す

る
緊

急
避

難
的

な
治

療
方

法
で

す
。

医
療

機
関

ま
で

遠
い

僻
地

で
、

高
熱

が
出

て
マ

ラ
リ

ア
の

可
能

性
が

あ
る

場
合

に
実

施
し

ま
す

。

■
 予

防
マ

ラ
リ

ア
予

防
は

、
蚊

に
刺

さ
れ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
が

一
番

大
切

で
す

。
マ

ラ
リ

ア
を

媒
介

す
る

ハ
マ

ダ
ラ

カ
は

夕
方

～
夜

間
に

吸
血

す
る

習
性

が
あ

り
ま

す
。

日
没

後
は

外
出

せ
ず

に
、

室
内

に
留

ま
れ

ば
感

染
の

危
険

性
は

大
幅

に
減

少
し

ま
す

。
外

出
時

に
は

、
長

袖
、

長
ズ

ボ
ン

、
靴

下
を

着
用

す
る

の
が

よ
い

で
し

ょ
う

。
ま

た
、

屋
外

で
は

虫
よ

け
の

ス
プ

レ
ー

や
ロ

ー
シ

ョ
ン

、
屋

内
で

は
蚊

取
り

線
香

、
殺

虫
剤

、
蚊

帳
な

ど
を

使
用

し
ま

し
ょ

う
。

※
予

防
内

服
：

マ
ラ

リ
ア

原
虫

を
も

つ
蚊

に
刺

さ
れ

て
も

発
症

し
な

い
よ

う
に

、抗
マ

ラ
リ

ア
薬

を
予

防
的

に
服

用
す

る
方

法
で

す
。

薬
剤

と
し

て
は

メ
フ

ロ
キ

ン
と

マ
ラ

ロ
ン

が
日

本
で

認
可

さ
れ

て
い

ま
す

。

高
山

病
高

山
病

は
、

海
抜

25
00

m
以

上
の

高
地

に
到

達
し

た
際

に
、

低
圧

・
低

酸
素

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

る
病

気
で

す
。

海
外

の
観

光
地

の
中

に
は

、
ラ

パ
ス

や
ラ

サ
の

よ
う

に
高

地
に

位
置

す
る

場
所

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

こ
に

飛
行

機
な

ど
で

到
着

す
る

と
、

高
山

病
を

お
こ

し
て

し
ま

い
ま

す
。

■
 高

山
病

の
症

状
高

山
病

の
症

状
に

は
、

頭
痛

、
全

身
倦

怠
感

、
食

思
不

振
、

吐
き

気
、

不
眠

、
下

痢
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
重

症
に

な
る

と
意

識
低

下
・

呼
吸

困
難

を
お

こ
し

、
命

に
か

か
わ

る
こ

と
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。

■
 予

防
方

法
・

水
分

の
補

給
に

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

高
地

で
は

呼
吸

数
が

増
え

ま
す

。
呼

吸
数

が
増

え
る

と
、

体
か

ら
逃

げ
て

い
く

水
分

の
量

も
増

え
ま

す
。

こ
の

た
め

普
段

以
上

の
水

分
摂

取
を

心
が

け
て

く
だ

さ
い

。

・
過

度
の

運
動

を
避

け
、

炭
水

化
物

を
多

く
含

ん
だ

食
事

を
こ

ま
め

に
取

り
ま

し
ょ

う
。

・
ア

ル
コ

ー
ル

や
喫

煙
を

控
え

ま
し

ょ
う

。
ア

ル
コ

ー
ル

は
呼

吸
を

抑
制

し
、

高
山

病
を

悪
化

さ
せ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

・
持

病
の

あ
る

人
は

緊
急

時
の

対
応

を
主

治
医

に
確

認
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

・
予

防
薬

の
使

用
に

つ
い

て
は

、
医

師
と

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

※
ダ

イ
ア

モ
ッ

ク
ス

（
高

山
病

予
防

薬
）：

高
地

に
出

発
す

る
1

日
前

か
ら

開
始

し
、

高
地

に
到

着
し

て
か

ら
2

日
間

服
用

し
ま

す
。

■
 高

山
病

に
か

か
っ

た
か

な
と

思
っ

た
ら

軽
い

症
状

で
も

、
そ

れ
以

上
高

度
を

あ
げ

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

出
来

る
だ

け
安

静
に

心
が

け
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
症

状
が

悪
化

す
る

場
合

は
高

度
を

下
げ

、
早

め
に

医
療

機
関

を
受

診
し

ま
し

ょ
う

。

メ
フ

ロ
キ

ン

毎
週

1
錠

服
用

流
行

地
に

入
る

1
週

間
前

～
滞

在
中

～
　

流
行

地
を

出
て

4
週

間
副

作
用

は
メ

マ
イ

、
嘔

気
な

ど

マ
ラ

ロ
ン

毎
日

1
錠

服
用

流
行

地
に

入
る

1-
2

日
前

～
滞

在
中

～
　

流
行

地
を

出
て

1
週

間
副

作
用

は
ほ

と
ん

ど
な

い
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航 空 機 内 の 病 気 と 対 策

時 差 ぼ け

航
空

機
内

の
病

気
高

度
約

1
万

メ
ー

ト
ル

で
飛

行
し

て
い

る
機

内
で

は
、

気
圧

を
調

節
す

る
装

置
（

与
圧

装
置

）
と

エ
ア

コ
ン

に
よ

り
地

上
に

近
い

環
境

を
人

工
的

に
作

り
出

し
て

い
ま

す
が

、
地

上
と

ま
っ

た
く

同
じ

環
境

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

・
機

内
気

圧
は

約
0 .

8
気

圧
程

度
で

、
空

気
中

の
酸

素
も

地
上

の
約

80
%

に
な

り
ま

す
。

・
耳

や
胃

腸
の

ガ
ス

は
地

上
に

比
べ

て
20

%
～

30
%

膨
張

し
ま

す
。

・
機

内
湿

度
は

20
%

以
下

と
な

り
ま

す
。

・
振

動
は

離
着

陸
時

や
気

流
の

不
安

定
な

場
所

を
通

過
し

た
時

に
起

こ
り

ま
す

。
・

長
距

離
便

で
は

長
時

間
座

っ
た

ま
ま

の
姿

勢
と

な
り

ま
す

。

■
 機

内
で

の
ア

ド
バ

イ
ス

・
肌

の
露

出
の

少
な

い
、

ゆ
っ

た
り

と
し

た
服

装
で

搭
乗

し
ま

し
ょ

う
。

・
食

事
は

少
量

、
炭

酸
飲

料
や

ア
ル

コ
ー

ル
は

控
え

め
に

し
ま

し
ょ

う
。

・
適

度
に

水
分

を
補

給
し

ま
し

ょ
う

。
塩

分
が

少
量

入
っ

た
ス

ポ
ー

ツ
飲

料
が

脱
水

予
防

に
効

果
的

で
す

。
・

常
用

薬
は

必
ず

機
内

に
持

参
し

服
薬

時
間

を
守

り
ま

し
ょ

う
。

・
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
は

つ
け

ず
、

眼
鏡

を
着

用
し

ま
し

ょ
う

。
・耳

が
詰

ま
っ

た
感

じ
が

し
た

り
、

痛
く

な
っ

た
ら

、
鼻

を
つ

ま
ん

で
唾

を
飲

み
込

ん
だ

り
、

水
を

飲
ん

だ
り

し
ま

し
ょ

う
。

・
乗

り
物

酔
い

予
防

薬
は

、
搭

乗
前

に
内

服
し

ま
し

ょ
う

。

■
 旅

行
者

血
栓

症
/エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

航
空

機
搭

乗
中

に
起

こ
る

下
肢

の
血

栓
症

で
す

。
こ

の
血

栓
が

肺
の

動
脈

に
つ

ま
る

と
、

重
篤

な
症

状
を

起
こ

し
ま

す
。

予
防

の
た

め
に

は
、

水
分

を
多

め
に

と
り

、
定

期
的

に
足

を
動

か
す

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
　

■
 子

ど
も

が
突

然
泣

い
た

ら
飛

行
機

が
降

下
中

に
子

ど
も

が
泣

く
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

原
因

の
多

く
は

耳
が

痛
い

た
め

で
す

。
泣

き
や

ま
な

い
場

合
は

、
水

や
ジ

ュ
ー

ス
な

ど
の

飲
み

物
を

飲
ま

せ
て

み
て

く
だ

さ
い

。

時
差

ぼ
け

時
差

ぼ
け

は
、

4
～

5
時

間
以

上
の

時
差

の
あ

る
地

域
に

航
空

機
で

移
動

し
た

時
に

生
じ

る
身

体
リ

ズ
ム

の
不

調
で

、
睡

眠
障

害
（

入
眠

困
難

・
睡

眠
の

分
断

な
ど

）
が

み
ら

れ
ま

す
。

東
行

き
旅

行
（

例
え

ば
日

本
か

ら
ア

メ
リ

カ
）

を
し

た
場

合
は

、
西

行
き

旅
行

（
日

本
か

ら
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

）
よ

り
も

症
状

が
強

く
、

時
差

の
少

な
い

南
行

き
（

日
本

か
ら

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
）

で
は

症
状

が
ほ

と
ん

ど
あ

り
ま

せ
ん

。

対
応

の
仕

方

■
 出

発
前

体
内

時
計

を
少

し
で

も
調

整
し

て
お

く
た

め
に

、
出

発
の

数
日

ま
え

か
ら

渡
航

先
の

時
間

帯
に

近
付

け
た

生
活

サ
イ

ク
ル

を
心

が
け

ま
し

ょ
う

。
東

行
き

で
は

早
寝

、
西

行
き

で
は

遅
寝

を
す

る
と

良
い

で
し

ょ
う

。

■
 移

動
中

飛
行

機
に

乗
っ

た
ら

、
す

ぐ
時

計
を

現
地

時
間

に
合

わ
せ

て
睡

眠
や

食
事

を
す

る
よ

う
に

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

■
 機

内
で

は
・

水
分

補
給

に
努

め
ま

し
ょ

う
。

・
短

時
間

の
睡

眠
を

と
り

ま
し

ょ
う

（
ア

イ
マ

ス
ク

や
耳

栓
な

ど
工

夫
し

ま
し

ょ
う

)。
・

ア
ル

コ
ー

ル
や

カ
フ

ェ
イ

ン
は

控
え

め
に

し
ま

し
ょ

う
。

・
機

内
で

は
消

化
機

能
が

低
下

す
る

た
め

食
事

は
軽

く
し

ま
し

ょ
う

。

■
 現

地
到

着
後

夜
に

到
着

し
た

場
合

は
、

眠
く

な
く

て
も

寝
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
医

師
と

相
談

の
上

、
短

時
間

の
睡

眠
導

入
剤

を
使

用
す

る
こ

と
も

検
討

く
だ

さ
い

。
朝

や
昼

に
到

着
し

た
場

合
は

夜
に

な
る

ま
で

眠
る

の
を

待
ち

ま
す

。
昼

間
は

日
光

に
あ

た
る

こ
と

を
お

奨
め

し
ま

す
。
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